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古く か ら 「 日 本 屈指 の 漁港 」 と し て 賑わっ て きた 境港 は 、 


松葉 が に の 水揚げ で 県 内 随 一 の 生 を 計り ます 。 彦 が 
ぎっ し り 詰 まっ て いる の で その まま ゆで て 食べ て も 食べ 
応え 抜群 。 高 品質 の 松葉 が に に は 弓 取 産 を 証明 する 
タグ が 付け られ て いま す 。 
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| 民 山 が | に ( 津 尽 貞 港 ) 


但馬 か ら 電 後半 島 に か け て 広 が が る 漁 昌 坦 で 、 津 居 山 か ら 
輝 場 まで は 約 50km と 近く 、 鮮 度 は 抜群 。 湯 に くぐら せ 
た だ け で 美味 し い 上 質 の 津 居 山 が に は 、 青 い タ グ が そ 
の 旗 で す 。 
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朋 の  ( 槍 立 港 ) 


明治 時 代 ま で 商船 が 多く 停泊 し 、 、 繁 栄 し た 港 で 、 一 年 を 
通じ て 豊富 な 魚 種 が 水揚げ され ます 。 美 味 し い 蟹 に 最 


適 と いわ れ て いる 砂 泥 地 で 獲れ た か に は 旨味 が あり 、 


味噌 も 格段 に 濃厚 な 味わい 。「 橋 立 港 」 と 表記 され た 青 
色 の タグ が 付い て いま す 。 


の 理 


の 


| P.18 | 


| | | [ms 
~ | 二 | [ 到 
代 


3 Of 32 


| |P24| 


- 十 | ] 副 
| 二 | ms 
衝 業 。  、 、 | | | |ms 
MATA | | | ma 
ー | | [ms 


ぎ 





